
学校財務ウィーク 

実践事例レポート 2015 

大特集！！ 

学校財務ウィークって？ 

県内の実践事例レポート① 

『 省エネ啓発活動をとおして ～児童生徒、教職員へ向けた取組～ 』 
坂井市学校事務共同実施 春江グループ 

 

＜ 実践内容 ＞ 

①電気と水について、省エネを啓発する掲示物を作成 

 ・グループ内の学校（小学校 4校・中学校 1校）のそれぞれの使用量をグラフ化して比較した。 

 ・1人あたりの 1日の使用量を計算し、各校の人数（児童数＋教職員数）と照らして比較した。 

 ・児童生徒が親しみやすいよう、コラム、豆知識、節約術、クイズなどを掲載した。 

 ・資源を大切にする心や、節電・節水への意欲・関心が持てるような内容となるよう工夫した。 

②掲示や配布のしかたを工夫 

 ・小学 1年生から中学 3年生に向けて啓発するため、ひらがな表記にしたり、 

低学年用と高学年用に分けて作成したりした。 

 ・保護者にも見てもらえるよう、玄関近くに掲示した。 

 ・お昼の放送で、児童がクイズを読み上げた。 

 ・職員会議で全教職員に配布し、内容を説明した。 

 ・アンケートを実施した。 

＜ 成果と課題 ＞ 

 ・児童生徒及び教職員に、学校の電気や水について考えて 

もらう機会を設けることができた。 

・グループ活動として共同で作成したことで、共同実施を 

アピールすることができた。 

 ・アンケート結果を集計後、掲示・報告したが、児童生徒 

  及び教職員の意見を今後どのように学校経営に活かして 

  いくか、新たな課題が見つかった。 

Next Step     

 

こんにちは、県事研研究部です！ 

今回の Next Stepは「学校財務ウィークの実践事例レポート」をご紹介します。今年も残すところあとわずか。4

月からの活動をふりかえってみると、いろいろな「気づき」があるのではないでしょうか。「今よりも一歩ステップア

ップしたい。でも何をやればいいかわからない･･･」とお悩みの方は、今回ご紹介するレポートが今後のヒントになるは

ずです。たくさんのやる気に少しの勇気を加えて、新しい一歩を踏み出しましょう！ 
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学校財務ウィークとは、全事研が提唱した「子ども 

の育ちにかかわる人たちと学校財務を考える期間」の 

ことです。11月 1日の「教育の日」から 1週間を設定 

しています。（11月 1日～11月 7日） 

全国でも、子どもたちが生き生きとする学校づくりと教育活動を支え

る学校財務の役割と重要性を、広く社会に喚起するために、様々な事業・

活動が展開されています。 

大丈夫♪ 

来年はあなたの取組を 

みんなに紹介してね！ 

なんだか 

難しそう･･･ 

電気も水も大切なんだね。 

どれくらい使っているのかな？ 

Let’s go to the Next Step！ 

さ ぁ 次 の ス テ ッ プ へ ！ 

【 掲示物と子どもたち 】 

 



県内の実践事例レポート② 

『 ～ 共同実施グループにおける物品共有システム構築と推進 ～ 』 
福井支部共同実施グループ（福井市 社グループ） 

 

＜ 実践内容 ＞ 

①共同実施グループ内での物品共有システムの構築 

 ・有効な予算活用と事務負担軽減を目的として、需要の高い物品を共同実施 

グループ内で共有できるよう、リスト化した。 

・リスト（エクセルファイル）を市内のグループウェア（イントラネット） 

上にアップロードした。 

②システムの運用に係るガイドラインの作成 

 ・物品取扱者である教頭へ連絡・許可を得ることで、借用書・謝礼なしでの 

貸借とすること、破損した場合の対処、消耗にかかる負担等を明文化した。 

③市教委との連携 

 ・自校にない物品をシステムで借用し、破損した場合、借りた側の学校の修繕費（市予算）を使用できる旨

を、市教委から確認をとりつけた。 

＜ 成果と課題 ＞ 

 ・上記①②の提案を、共同実施グループ運営委員会（各校管理職と事務職員で構成）で審議し、管理職側か

ら指摘と指導を頂いた。校内に留まることなく、グループ全体での管理職と事務職員の協働が実現した。 

 ・教職員間のシステムの認知度の低さの改善、リストの更新作業の整備、グループ全体の協働の未熟さなど、 

  課題は多い。多くの人・意見が加わることで一層活用しやすいシステムになるはずなので、今後もグルー

プの活動として推進していきたい。 

   

 

県内の実践事例レポート③ 

『 ～ 教員と共に作り上げる教科年間指導計画への取組 ～ 』 
福井支部（福井市 社中学校） 主任 吉田 清子 

 

＜ 実践内容 ＞ 

①教科の年間計画に沿った教材教具及び消耗品の一覧を整備 

 ・単元ごとに必要な教具や消耗品を教科書から拾い出し、年間指導計画に付記した。 

②教科主任と共に整備すべき教具を抽出 

 ・抽出後、教科会にフィードバックし、教科会メンバー全員で検討を重ねた。 

 ・教員と事務職員が共に取り組むことで、授業の進度や単元の重要度に沿った、なおかつ、無駄のない予算

執行とも結びついた整備を実践できた。 

＜ 成果と課題 ＞ 

 ・必要な教材教具を網羅した年間指導計画を作成することで、どのような場面で活 

用されるのか、具体的にイメージできた。 

 ・これまでも、年間で使用するテキストやプリントについて一覧にし、削減を図れ 

ないか各教科主任にヒアリングを実施することで、保護者負担軽減につなげてき 

たが、指導上、これ以上の削減はできないというラインもある。今回のような整 

備計画の実践により、日々の授業と財務が密接につながっているという認識を、 

教職員間でさらに広められるという手応えを感じた。と同時に、この取組が、計 

画的で効率的な予算活用につながっていくと期待している。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちのグランドデザインがもっと親しく感じられるような、素敵な愛称を募集します。応募のしかたや募集の

スケジュールなど、詳細は後日、県事研 HP「きらり」にて告知します。みなさんの応募をお待ちしています！（＾▽＾） 

【物品一覧表 リスト】 

 

協働と連携で 

可能性∞！ 

 

→→→ 県事研 HP きらり http://www.gakkoujim-fukui.net/ ←←← 

http://www.gakkoujim-fukui.net/

